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はしがき
巨大惑星･木星は,強大な磁場を持ち高速で自転し,極めて高温のプラズマをまとった
磁気圏をつくりだしている｡この木星磁気圏はこれまで6機の探査機による観測が行なわ
れ,地球からは予想もできなかった数々の発見を含め,巨大惑星の姿が次第に明らかにさ
れてきている｡この木星探査の発見の一つに, 100Mevに及ぶェネルギ-粒子が地球の1
万倍ものフラックスをもって存在し,巨大な放射線帯を構成していることが挙げられる｡
いかなる過程で惑星のプラズマがこのような高いエネルギーまで加速されるのか,いかに
輸送され分布するのか,木星磁気圏の磁気活動に伴い粒子はいかなるダイナミックスを示
すのか等,多くの謎がさらに生まれてきている｡しかし,これまでの探査機は,木星の放
射線帯奥深くまで入っての詳細な観測は行っていないため,その謎を解く物理情報は少な
い｡
高エネルギー粒子から放射されるシンクロトロン電波の強度は,放射する粒子のエネル
ギーとピッチ角,放射源位置の磁場強度,及び粒子フラックス量の情報を持つ｡したがっ
て,木星磁気圏から放射される木星シンクロトロン電波を地上から連続観測し,そのスペ
クトルと強度の変動を詳細に解析することにより,木星磁気圏粒子フラックスの変動をと
らえることが可能となる｡更にまた,惑星シンクロトロン電波の周波数(スペクトル)は,
惑星磁気圏における放射位置すなわち高エネルギー粒子の分布の情報をもたらす｡
木星磁気圏の場合について考えてみると,木星放射線帯には高いエネルギーの粒子が多
く分布する｡一方磁気圏の磁気ディスク域には,比較的低エネルギーの粒子が分布する｡
この磁気ディスク域のエネルギー粒子からは,相対的には強度の弱いメートル波帯のシン
クロトロン電波が放射され,磁気ディスク域での粒子分布とその変動の情報をもたらす｡
本研究ではこうした観点から,既設のメートル波帯木星シンクロトロン電波観測装置を
整備し,高感度で連続観測を行い,その強度変動の時系列特性から,未だ明らかにされて
いない木星磁気圏擾乱にともなう磁気ディスク域の粒子加速･輸送過程とダイナミックス
を探ることを目的として行われた｡
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